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人
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表
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有
賀

あ

る

が 
啓 け

い

晶
し
ょ
う 

 
 

 
 

（
２
７
）
ペ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
息
子 

バ
ト
ー
ル 

 
 

 

（
３
３
）
従
業
員
。
在
日
歴
６
年
の
モ
ン
ゴ
ル
人 

  



 1 

１
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
啓
晶
の
私
室
（
朝
） 

ペ
ン
シ
ョ
ン
内
に
あ
る
オ
ー
ナ
ー
家
族
専
用
の
私
室
。
壁
に

は
有
賀
啓
晶
（
２
７
）
の
写
真
が
複
数
貼
っ
て
あ
る
。 

ど
の
写
真
に
も
必
ず
サ
モ
エ
ド
犬
の
ホ
ル
ン
が
い
る
。
次
に

多
い
の
は
モ
ン
ゴ
ル
人
・
バ
ト
ー
ル
（
３
３
）
と
の
写
真
で

あ
る
。 

ア
ラ
ー
ム
音
。 

啓
晶
、
目
を
覚
ま
す
。 

 

２
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
外
観
（
朝
） 

一
面
の
雪
景
色
。
風
が
な
く
、
朝
日
に
雪
が
輝
い
て
い
る
。 

ス
キ
ー
場
近
く
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
ア
ル
ガ

」
。 

入
り
口
の
歓
迎
看
板
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。 

 

３
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
管
理
室
（
朝
） 

ス
ト
ー
ブ
が
つ
い
て
い
る
が
、
誰
も
い
な
い
。 

啓
晶 

「
ホ
ル
ン
？
」 

啓
晶
、
見
渡
し
て
首
を
傾
げ
る
。 

作
業
台
の
下
な
ど
覗
く
。 

部
屋
の
隅
に
あ
る
エ
サ
入
れ
を
確
認
。
エ
サ
が
入
っ
た
ま
ま
。 

啓
晶
、
ま
た
首
を
傾
げ
、
部
屋
を
出
る
。 

 

４
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
駐
車
場
（
朝
） 

止
ま
っ
て
い
る
車
は
一
台
の
み
。
先
ほ
ど
着
い
た
様
子
。 

啓
晶
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
裏
側
へ
。 

 

５
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
倉
庫
・
外
（
朝
） 

大
型
の
倉
庫
。 

啓
晶
、
扉
を
開
け
る
。 

 

６
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
倉
庫
・
内
側
（
朝
） 

キ
ン
と
冷
え
た
倉
庫
。 

バ
ト
ー
ル
、
小
型
斧
を
振
り
上
げ
て
い
る
。 

啓
晶
の
声
「
ホ
ル
ン
！
」 
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斧
は
死
ん
だ
ホ
ル
ン
の
尻
尾
へ
。 

鈍
い
音
が
し
、
白
い
毛
が
舞
う
。 

 
×

 
×

 
×

 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
に
顔
を
埋
め
て
い
る
。 

手
に
は
ホ
ル
ン
の
切
ら
れ
た
尻
尾
。 

啓
晶 

「
や
っ
て
い
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
あ
る
」 

バ
ト
ー
ル
、
困
り
顔
。 

バ
ト
ー
ル
「
ホ
ル
ン
は
ち
ゃ
ん
と
仕
事
し
た
。
だ
か
ら
尻
尾
を
切
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
」 

啓
晶
、
顔
を
あ
げ
る
。 

啓
晶 

「
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
死
体
を
痛
め
つ
け
ち
ゃ
駄
目
だ
ろ
。
普
通

に
考
え
て
さ
。
お
か
し
い
で
し
ょ
？
」 

バ
ト
ー
ル
「
ケ
イ
ド
ゥ
、
聞
い
て
」 

啓
晶 

「
死
ん
だ
の
は
悲
し
い
よ
。
だ
け
ど
、
こ
ん
な
風
に
さ
れ
た
こ
と
の

ほ
う
が
、
悲
し
い
。
わ
か
る
？
」 

バ
ト
ー
ル
、
静
か
に
頷
く
。 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
を
抱
き
寄
せ
、
撫
で
る
。 

呟
く
よ
う
に
、 

啓
晶 

「
き
れ
い
な
ま
ま
で
、
き
ち
ん
と
し
て
や
り
た
か
っ
た
の
に
」 

バ
ト
ー
ル
、
啓
晶
の
隣
に
座
る
。 

バ
ト
ー
ル
「
ご
め
ん
。
先
に
聞
け
ば
よ
か
っ
た
」 

啓
晶 

「
何
を
」 

バ
ト
ー
ル
「
こ
こ
で
は
、
死
ん
だ
ら
ど
う
す
る
？
」 

バ
ト
ー
ル
、
真
剣
な
表
情
。 

啓
晶
、
悔
し
気
に
、 

啓
晶 

「
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
ど
う
す
ん
だ
よ
」 

バ
ト
ー
ル
「
祈
る
。
次
は
人
に
な
れ
る
よ
う
に
」 

と
、
ホ
ル
ン
を
愛
し
げ
に
撫
で
る
。 

バ
ト
ー
ル
「
犬
は
動
物
。
仕
事
を
し
な
い
と
家
族
に
な
れ
な
い
。
人
な
ら
仕

事
し
な
く
て
も
家
族
。
ホ
ル
ン
は
頑
張
っ
た
。
次
は
人
に
な
れ
た

ら
い
い
」 

啓
晶 

「
尻
尾
は
？
」 

バ
ト
ー
ル
「
尻
尾
が
あ
る
人
は
い
な
い
」 

啓
晶
、
怒
り
を
口
に
出
そ
う
と
す
る
が
留
ま
る
。 
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バ
ト
ー
ル
、
真
剣
な
表
情
の
ま
ま
啓
晶
を
見
つ
め
て
い
る
。 

啓
晶
、
宙
を
仰
ぎ
、
息
を
吐
く
。 

啓
晶 

「
日
本
は
、
死
体
を
傷
つ
け
な
い
。
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
。
そ
ん
で
、

埋
め
る
か
燃
や
す
。
あ
と
は
悲
し
ん
で
終
わ
り
、
か
な
」 

バ
ト
ー
ル
、
何
度
も
頷
く
。 

啓
晶
の
表
情
を
見
て
、
悲
し
そ
う
な
顔
を
す
る
。 

バ
ト
ー
ル
「
自
分
は
ホ
ル
ン
の
た
め
を
思
っ
た
。
で
も
、
ケ
イ
ド
ゥ
の
た
め

じ
ゃ
な
か
っ
た
ね
。
ご
め
ん
」 

啓
晶
、
首
を
振
る
。 

啓
晶 

「
俺
も
モ
ン
ゴ
ル
の
こ
と
知
っ
て
た
ら
同
じ
こ
と
し
た
と
思
う
。
だ

か
ら
、
い
い
よ
」 

バ
ト
ー
ル
「
よ
か
っ
た
ら
一
緒
に
祈
る
？
」 

と
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
内
側
か
ら
バ
タ
ー
の
箱
を
取
り
出
す
。 

啓
晶 

「
ど
う
い
う
こ
と
？ 

ま
さ
か
」 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
を
隠
す
よ
う
に
し
て
警
戒
。 

バ
ト
ー
ル
、
慌
て
て
手
を
振
る
。 

バ
ト
ー
ル
「
ホ
ル
ン
が
こ
れ
か
ら
食
べ
物
に
困
ら
な
い
よ
う
に
だ
よ
。
口
に

く
わ
え
さ
せ
る
」 

啓
晶 

「
モ
ン
ゴ
ル
に
も
そ
う
い
う
概
念
あ
る
ん
だ
」 

バ
ト
ー
ル
、
微
笑
む
。 

バ
ト
ー
ル
「
自
分
は
バ
タ
ー
が
好
き
だ
か
ら
、
前
は
犬
だ
っ
た
と
思
う
」 

啓
晶 

「
バ
ト
ー
の
バ
タ
ー
茶
、
お
い
し
い
も
ん
な
」 

啓
晶
、
つ
ら
れ
て
微
笑
む
。 

啓
晶 

「
モ
ン
ゴ
ル
み
た
い
に
し
よ
う
」 

バ
ト
ー
ル
「
尻
尾
、
バ
タ
ー
、
あ
と
は
丘
の
上
で
腐
ら
せ
る
」 

啓
晶 

「
腐
ら
せ
る
の
は
つ
ら
い
か
も…

…

」 

バ
ト
ー
ル
「
う
ん
。
ケ
イ
ド
ゥ
の
気
持
ち
、
大
切
に
す
る
よ
」 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
に
視
線
を
落
と
し
て
、 

啓
晶 

「
バ
ト
ー
、
さ
っ
き
は
ご
め
ん
な
。
俺―

―

」 

バ
ト
ー
ル
、
遮
っ
て
、 

バ
ト
ー
ル
「
い
い
よ
。
問
題
な
い
。
そ
れ
よ
り
」 

と
、
バ
タ
ー
の
箱
を
ど
う
す
る
？
と
掲
げ
る
。 

啓
晶
、
手
を
伸
ば
す
。 
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７
． 

雪
原
（
朝
） 

倉
庫
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
。 

啓
晶
と
バ
ト
ー
ル
が
歩
い
て
い
る
。 

ふ
た
り
は
赤
い
ソ
リ
を
引
い
て
お
り
、
そ
こ
に
は
ホ
ル
ン
が

寝
か
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ル
ン
の
足
元
に
は
雪
と
バ
タ
ー
の
箱
。 

啓
晶 

「
な
ん
で
バ
タ
ー
溶
け
て
ん
だ
よ
」 

バ
ト
ー
ル
「
す
ぐ
お
茶
に
な
る
」 

啓
晶
、
う
ん
ざ
り
し
た
顔
。 

ふ
た
り
は
小
高
い
丘
を
目
指
す
。 

足
と
ソ
リ
の
跡
を
残
し
な
が
ら
。 

 

８
． 

丘
（
朝
） 

ス
キ
ー
場
か
ら
離
れ
た
場
所
。 

頂
上
に
は
木
が
数
本
。
風
が
雪
を
散
ら
す
。 

啓
晶
、
木
の
根
元
に
ホ
ル
ン
を
置
く
。 

線
香
に
火
を
点
け
よ
う
と
す
る
。 

が
、
風
に
煽
ら
れ
う
ま
く
点
か
な
い
。 

諦
め
て
、
バ
タ
ー
の
箱
を
取
り
出
す
。 

バ
ト
ー
ル
、
箱
を
受
け
取
る
。 

バ
タ
ー
を
一
口
サ
イ
ズ
に
切
る
。 

ホ
ル
ン
の
口
に
く
わ
え
さ
せ
、
囁
く
。 

バ
ト
ー
ル
「
幸
せ
が
待
っ
て
る
」 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
の
上
に
尻
尾
を
置
く
。 

バ
ト
ー
ル
、
頷
く
。 

啓
晶 

「
で
も
さ
。
人
に
な
っ
て
本
当
に
幸
せ
か
な
」 

バ
ト
ー
ル
「
ケ
イ
ド
ゥ
、
こ
れ
は
難
し
い
。
ホ
ル
ン
は
犬
で
も
幸
せ
だ
っ
た

か
ら
」 

啓
晶 

「
で
も
モ
ン
ゴ
ル
の
考
え
方
だ
と
さ
」 

バ
ト
ー
ル
「
犬
の
幸
せ
。
人
の
幸
せ
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
で
も
こ
う
や
っ
て

話
せ
る
の
は
と
て
も
幸
せ
。
そ
う
だ
ろ
、
ド
ゥ
」 

※
ド
ゥ
＝Д

үүү
 

モ
ン
ゴ
ル
語
で
弟 

バ
ト
ー
ル
、
啓
晶
の
胸
を
拳
で
叩
く
。 

啓
晶
、
受
け
止
め
、
バ
ト
ー
ル
の
胸
を
同
じ
よ
う
に
叩
く
。 

ふ
と
、
空
を
見
上
げ
る
。
冬
の
青
空
で
あ
る
。 
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９
． 

回
想
・
丘
（
昼
） 

夏
の
青
空
。 

丘
は
植
物
に
覆
わ
れ
て
い
る
。 

緑
の
中
を
駆
け
る
白
い
犬
。
ホ
ル
ン
で
あ
る
。 

ホ
ル
ン
、
止
ま
っ
て
こ
ち
ら
を
見
る
。 

黒
い
瞳
と
鼻
が
呼
ん
で
い
る
か
の
よ
う
。 

啓
晶
、
走
り
出
す
。 

ホ
ル
ン
、
啓
晶
に
飛
び
つ
く
。 

啓
晶
、
倒
れ
る
。 

ホ
ル
ン
に
舐
め
ま
わ
さ
れ
る
。 

 

（
回
想
終
了
） 

 

１
０
． 

丘
（
昼
） 

啓
晶
、
視
線
を
下
へ
。 

雪
の
上
で
動
か
な
い
ホ
ル
ン
。 

啓
晶
、
ホ
ル
ン
を
撫
で
、
ゆ
っ
く
り
と
抱
き
し
め
る
。 

バ
ト
ー
ル
、
静
か
に
見
守
る
。 

啓
晶 

「
話
せ
れ
ば
幸
せ
、
か
」 

バ
ト
ー
ル
「
わ
か
り
あ
え
る
」 

啓
晶 

「
言
葉
が
な
く
て
も
、
わ
か
り
あ
っ
て
た
つ
も
り
だ
よ
」 

バ
ト
ー
ル
「
そ
れ
も
わ
か
る
」 

啓
晶
、
立
ち
上
が
る
。 

バ
ト
ー
ル
に
顔
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
背
を
向
け
、 

啓
晶 

「
で
も
。
ホ
ン
ト
の
と
こ
ろ
は
ホ
ル
ン
に
聞
か
な
き
ゃ
わ
か
ん
な
い

も
ん
な
」 

鼻
水
を
す
す
る
。 

バ
ト
ー
ル
、
啓
晶
の
肩
を
強
く
抱
く
。 

バ
ト
ー
ル
「
ホ
ル
ン
は
ず
っ
と
幸
せ
だ
。
こ
れ
か
ら
も
」 

 

１
１
． 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
管
理
室
（
昼
） 

バ
タ
ー
茶
を
飲
む
啓
晶
と
バ
ト
ー
ル
。 

ふ
た
り
は
窓
の
外
を
静
か
に
眺
め
て
い
る
。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

お
わ
り 


